
RIETI-JETROシンポジウム
「貿易投資のグローバル・ガバナンス－自由貿易を守るために－」

プレゼンテーション資料

中富 道隆
RIETI上席研究員/

経済産業省通商政策局特別通商交渉官

独立行政法人経済産業研究所（RIETI） http://www.rieti.go.jp/jp/index.html

2012年6月7日



ドーハラウンドとWTO改革
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基本的問題ー１

１ ラウンドの「遅さ」と「狭さ」

２ 弱い意思決定メカニズム

コンセンサス

シングルアンダーテーキング

＋多くのイッシュー

→紛争解決メカニズムも適切な立法機能なしには持
続し得ない。
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基本的問題ー２

３ ＦＴＡの挑戦

ＦＴＡが自由化・ルール作りの中心に

→polarlizationの進展

ルールのスパゲッティーボウルの懸念

４ 新しいニーズ・産業界のニーズへの対応不全

産業界のグローバル化・グローバルサ

プライチェーンへの要請に応えていない。

→産業界のＷＴＯ離れ
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対応の方向ー１

１ 新しいニーズへの対応

→産業界との連携強化

２ variable geometryへの対応

→プルリ合意の手続き改善

→イッシューベースのプルリ合意の活用

→譲許表方式の拡大

３ 途上国問題への対応

４ 意思決定方式の見直し
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対応の方向ー２

５ 早急な成果実現とＷＴＯへの信認の回復

６ ＦＴＡ・ＲＴＡのマルチ化＋ＷＴＯルールの地
域化

７ 保護主義防あつ

・・・・・・・・・・・・・・・ＷＴＯよ、頑張れ！
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